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○川内村放課後子ども教室実施要綱 

平成24年12月１日教委訓令第１号 

川内村放課後子ども教室実施要綱 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、放課後における児童の安全で安心な居場所を確保するとともに、児童に対し

スポーツ、文化活動等の体験活動及び地域の住民との交流活動等の機会を提供するとともに、学

ぶ意欲のある児童に対し学習機会の提供を図ることを目的とした放課後子ども教室事業（以下「子

ども教室事業」という。）の運営に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（事業の内容） 

第２条 子ども教室事業は、次に掲げる事項を実施する。 

(１) 放課後における児童の安全・安心な活動拠点を確保する事業 

(２) 地域の多様な大人の積極的な参画を得て、交流による地域コミュニティ事業 

(３) 児童に様々な体験・交流・学習活動の機会の提供をするとともに、社会性、自主性、創造

性等の児童の豊かな人間性の養成事業 

(４) 地域の中で安心して健やかに育まれる環境づくりを推進するために必要な事業 

（名称及び位置） 

第３条 放課後子ども教室の名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 位置 

川内村放課後子ども教室 川内村大字上川内字小山平15番地 

（対象者） 

第４条 子ども教室事業に参加できる児童は、川内小学校に在籍する第１学年から第６学年までの

児童とする。 

（コーディネーター） 

第５条 放課後子ども教室に、コーディネーターを配置する。 

２ コーディネーターは、児童の保護者等に対する参加の呼びかけ、学校、関係機関、関係団体等

との連絡調整、ボランティア等の地域の協力者の確保、登録及び配置、活動プログラムの企画、

策定等を行う。 

３ コーディネーターは、地域の住民に信望があり、かつ児童の健全育成に熱意を有する者のうち

から教育委員会が委嘱する。 
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（安全管理員及び学習アドバイザー） 

第６条 放課後子ども教室を運営するため、安全管理員及び学習アドバイザーを配置する。 

２ 安全管理員は、放課後子ども教室に参加する児童の安全を確保するための事務に従事する。 

３ 学習アドバイザーは、放課後子ども教室のうち第２条に規定する活動等の機会の提供に関する

事務に従事する。 

４ 安全管理員及び学習アドバイザーは、児童の健全育成に熱意を有する者であって、教育委員会

に登録したものをもって充てる。 

５ 放課後子ども教室の実施日における安全管理員及び学習アドバイザーの配置人員は、教育委員

会が別に定める。 

（開級日及び実施時間） 

第７条 子ども教室事業の開級日は、毎週月曜日から金曜日とする。 

２ 子ども教室の実施時間は、学校の授業終了後から午後６時までとする。ただし、川内村公立小・

中学校管理規則（平成12年川内村教委規則第１号）第10条の２に定める休業日に開級する場合の

子ども教室の実施時間は、教育委員会が別に定める。 

（閉級日） 

第８条 放課後子ども教室の閉級日は、次の各号のとおりとする。 

(１) 土曜日及び日曜日 

(２) 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日 

(３) 12月28日から12月31日まで及び１月２日から１月４日まで 

２ 放課後子ども教室は、臨時に閉級することができる。この場合、教育長はあらかじめ参加者の

保護者に通知するものとする。 

（参加の申込） 

第９条 子ども教室事業への参加を希望する児童の保護者（以下「保護者」という。）は、放課後

子ども教室参加申込書（様式第１号）に傷害保険料を添えて教育長に提出しなければならない。 

（参加の決定及び通知） 

第10条 教育長は、前条の規定による申し込みがあったときは、その内容を審査のうえ、参加を許

可するかどうか決定しなければならない。 

２ 教育長は、前項の規定による決定をしたときは、次の各号に掲げる決定の区分に応じ、速やか

に保護者に通知しなければならない。 

(１) 参加を許可するときの決定 放課後子ども教室参加許可通知書（様式第２号） 
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(２) 参加を許可しないときの決定 放課後子ども教室参加不許可通知書（様式第３号） 

（参加の辞退） 

第11条 保護者は、参加を取りやめようとするときは、あらかじめ、教育長に放課後子ども教室参

加辞退届（様式第４号）を提出しなければならない。 

２ 教育長は前項に規定する辞退届けを受理したときは、その写しをもって受理した旨を通知しな

ければならない。 

（参加の取消し） 

第12条 教育長は、次の各号のいずれかに該当するときは、参加を取消すことができる。 

(１) 放課後子ども教室の実施に支障が生じると判断した場合 

(２) 放課後子ども教室参加申込書に虚偽又は不正があった場合 

２ 教育長は、参加の取り消しが決定したときは、速やかに放課後子ども教室参加取消通知書（様

式第５号）により保護者に通知しなければならない。 

（費用） 

第13条 放課後子ども教室の利用に要する費用は、無料とする。 

（運営委員会の設置） 

第14条 放課後子ども教室の運営等について検討するため、別に定めるところにより、教育委員会

に運営委員会を置く。 

（委任） 

第15条 この要綱に定めるもののほか、放課後子ども教室の実施に関し必要な事項は、教育長が別

に定める。 

附 則 

この要綱は、平成24年12月１日から施行する。 
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様式第１号（第９条関係） 
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様式第２号（第10条関係） 
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様式第３号（第10条関係） 
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様式第４号（第11条関係） 
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様式第５号（第12条関係） 

 


